
運 霜 に よ る トウ モ ロ ヨ シ の 積 審 判 定 と収
量 性

く畜 貫  車 地 部 )

. 背 景 と ね ら い       ・

昭 和 6 0 年 6 月 1 5 , 1 6 日 北 上 山 系 を 中 心 に選 霜 が あ り、 サ イ レ
ージ 用 トウ モ

ロ ョ シ は 被 害 を 受 け た ・ そ こ で 、 今 後 殺 害 を 最 小 限 度
に と ど め る た め に 、 被 害 株 の

再 生 可 否 の 判 定 法 並 び に 回 復 し た 場 合 、 括 き直
し し た 培 合 の 収 主 と特 性 に つ い て 、

犠 討 し た と こ ろ 、 者 子 の 実E 見 が 得 ら れ た の で
、 参 考 に 供 す る .

. 技 術 の 内 客

1 ) 被 君 株 の 再 生 可 否 の 判 定 法

( 1 ) 再生 可 否 の 判 定 の 目安 と して 、 寝 土 深 と横 君
時 の 葉 政 と回 復 ・描 死 との 問 1 系□

く□ - 1 ) を 用 い 、 再 生 可 能 限 界 線 よ り右 下 の 条 件
の 様 合 t i 回復 、 左 ■ の 条 件

の 将 合 は 枯 死 す る と推 定 す る。
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社  二  泰  t a 地 際 緑 色 喜 部 の 長 さ

囲 - 2  地 際 緑 色 部 の 長 さ と再 生日 - 1  江 土 深 と 被 霜 時 の 葉 敵

と 回 徳 ・精 死 と の 問 係 割 合 と の 問 1 系

( 2 ) 被霜 株 の 地 際 の 緑 色 芸 部 の 長 短 と 再 生 割 合 と の 間 に 有 意 の 関 係 は 観 め ら
れ ず 、

外 見 の 緑 色 程 度 か ら 、 再 生 の 可 否 を 判 定 す る こ と は で き な か つ た ( □
- 2 ) .

徹害 を受 けて 、葉先の意着が見 られ る場合 ( □
- 3 の A ・ B の 状態 ) 、 葉先を

はさみで切除す ることは、被害株の出葉、生育促進の手段 と して効果が見 られ

る が 、 と 長 点 が 指 死 し て い る 場 合 は 、 無 効 な 所 作 で あ る .

2 ) 描 直 し が 必 要 な 状 態 の 判 定

再 生 割 合 を 図 T l の 覆 上 深 と 葉 数 と の 状 況

か ら 、 再 生 見 込 割 合 を 推 定 し 、 再 生 割 合 が 、

極 早 生 種 ( 生 育 日 数 9 0 ～9 5 日) で は 約 7 0 】

以 下 、 早 生 種 (生 百 日 敵 100～ 1lo日 )で は    田 TS  rF鶏
柱 ,と育た庄

約 8 0 X 以下 で あ る と見 込 まれ る培 合 、 据 告直 し を 行 うか 、 或 い は 追 括 した 方 が

有 利 で あ る。

3 ) 積 誓 程 度 と 収 最 性

起 電 害 を想 定 し、 せ ん 葉 処 理 に よ る 収 岳 減 へ の 影 毒 を 、 招 種 時 期 く生 育 時 期 )

別 に 示 し た の が 田 , 4 で あ る 。 こ れ ら の 収 t 変 化 は 、 人 為 的 処 理 に よ る も の で あ

る たt め、 実 い の1 降籍 害 t 二| る 収 = 溝 と は 異
な る も の で あ る が 、 彼 害 程 度 推 定 の

―

つ の 目 安 と して 利 用 で き る。 ( 日 - 4 )
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. 指 導 上 の 留 意 点

1 ) 殺 害 株 の 再 生 見 込 割 合 を 推 定 す る た め の サ ン プ リ ン グ の 方 法

( 1 ) 同場 全 面 が 被 霜 し た 場 合 は 、 生 育 が 平 均 的 な 伸 び を 示 し て い る 所 を 代 表 地 点

と し て 選 び 、 覆 土 深 や 葉 数 を 調 査 し て 、 再 生 可 否 を 判 定 す る 。

( 2 ) 一枚 の 雨 場 内 で 、「 害 の F I 度が
一 様 で な い 場 合 は 、 被 害 程 度 別 に 、 場 所 を 変

え な が ら 調 査 株 を 選 定 し 、 再 生 可 否 を 判 定 し 、 被 寄 程 度 別 の 面 積 を 加 味 し
て 、

再 生 見 込 割 合 を 算 出 す る 。

2 ) 霜 害 を 軽 減 す る た り ヽ 覆 キ 浜 を
一 定 ( 2 . 5 ～4  c m ) に保 つ た め に は 、 同 場 の 軽 地

を て い ね い に 、 斉
一 均 平 に す る こ と が 大 切 で あ る 。 ま た 、 捕 種 機 の 調 整 を 吟 味

し て 行 う こ と も 大 切 で あ る 。

3 ) 追 据 す る 場 合 は 、 被 害 を 受 け た 品 種 の 早 晩 性 に 比 べ 、 5 ～ 1 0 日 早
い 品 種 を 用

い る か 、 或 い は ヒ マ ワ リ を 摘 種 す る 。

, 関 連 試 験 課 題 名

1 ) 飼 料 作 物 優 良 品 種 の 選 定
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